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たぶせ出前講座をご利用ください

　町では、まちづくりに対する関心や理解を深めていただくため、「田布施町出前講座」を実施しています。

　役場の仕事を中心としたさまざまなメニューの中から、みなさんが「聞いてみたいこと」や「興味のあ

ること」について、町職員が講師として出向き説明します。

　自治会などでの会合やグループなどによる研修会などにご利用ください。

問総務企画課  企画係　☎ 52-5803

■利用できる人

　町内に在住・在勤・在学の、おおむね 10 人以上
の集まり（自治会、企業、サークル、学校、地域
の団体）とします。

■開催日時および会場

　原則として平日の午前９時～午後５時の間のおお
むね 45 分程度で、会場は町内に限ります。なお、
夜間・休日の開催についてもご相談に応じます。

■講座の運営および費用

　講座の運営（会場の手配・準備、参加者への周知、

進行など）については、申込者で対応をお願いし

ます。

　町職員の派遣並びに町で配布する資料にかかる費
用は必要ありませんが、会場設営経費などについ
ては申込者の負担となります。

■講座メニュー（平成 28年度）

①講座の計画

受講する講座内容・希望日などの計画を立てて
ください。

②申込み

出前講座利用申込書を、受講希望日の３週間前
までに持参、郵送、FAX、電子メールで講座担
当課に提出してください。（申込書は、総務企
画課窓口または町ホームページから入手できま
す。）

③開催に当たっての打合せ ・職員派遣決定

出前講座の担当課から連絡しますので、出前講
座の進め方を確認してください。
日程、内容などが調整できましたら、職員派遣
決定を行います。

④出前講座の開催

担当の町職員が会場で講師として説明します。

ーお願いー
　出前講座は、個人的な陳情や苦情、相談などをお
聞きする場ではありませんので、ご了承ください。
　また、政治、宗教または営利を目的とした催し
物と併せて行う場合や、講座の趣旨に反すると認
められる場合は、お断りさせていただくこともあ
ります。

講座内容 担当課

〇マイナンバー制度について
〇津波・高潮対策について
〇町の総合計画
　まち・ひと・しごと創生総合戦略
〇町の財政

総務企画課

〇火災に備えて
〇自主防災組織について

総務企画課
（東消防署）

〇消費生活の知識について
〇農地の売買、転用、貸し借り 経済課

〇戸籍・住民票などの申請事務
〇美しいまちづくりについて
〇ゴミ減量化とリサイクル
〇福祉サービス
〇子育て支援

町民福祉課

〇税のはなし 税務課

〇国民健康保険
〇後期高齢者医療制度
〇介護予防
〇介護保険制度
〇認知症サポーター養成講座
〇特定健診（メタボリック対策）
〇健康づくり

健康保険課
（保健センター）

〇町の道路整備
〇町の都市計画　
〇町の下水道事業
〇下水道事業アラカルト

建設課

〇学校教育について
〇学校給食について 学校教育課

〇郷土館の見学
〇暮らしの中の人権
〇生涯学習を始めよう　
〇暮らしに活かす図書館
〇スポーツ・運動による健康づくり

社会教育課

〇議会のしくみ 議会事務局

〇買い物送迎サービスについて 社会福祉協議会

出前講座開催までの手順
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「各地域の学校運営協議会をつなぐ」
ための研修会

　２月29日（月）、中央公民館で熟議を行いました。
　これは、来年度より町内全小・中学校にコミュニティ・スクールが稼働することを受け、田布施
町が推進するコミュニティ・スクールの方向性を共有するとともに、協働に向けた今後の動きづく
りにつなげることが大きなねらいです。

■内容
　テーマ「めざす子ども像～田布施町の子どもをどのような子どもに育てたいですか？」
・各グループ５人程度×８グループ
・大判用紙に話し合いの内容（ながれ）を記す
・協議の後、各グループの話し合ったことを発表する

■参加者
　町内学校関係者［校長・教頭・校内コーディネーター］、町内各地域学校運営協議会委員（計40人）

◇協議Ⅰ　どのような田布施の子どもに育てたいか
・明朗な子（笑顔・元気・素直・コミュニケーション能力・たくましい）
・志のある子
　（強い意志・積極的・夢・チャレンジ・努力・世界に通用する人材・目的意識のある・自己有用感）
・思いやりのある子（親孝行・優しい）
・礼儀正しい（マナー・あいさつ・けじめ・きまりを守る）
・田布施が好きな子（将来田布施に住みたい子・ふるさとに誇り）

◇協議Ⅱ　実現させるために自分にできること
・大人が手本を見せる
・こちらから声かけ
　（わが子以外の子へのかかわり・こちらも笑顔・子ども見守り・パトロール・叱る・目をかける）
・褒めて育てる（子どもの力を信じる）
・子どもへ役目を与える
　（目的意識を常にもたせる・目標を与える・生徒会活動を生かしてあいさつ運動）
・地域行事への参加（夏のラジオ体操・PTA活動）
・田布施の魅力を伝える
・子どもと達成感や楽しさを共有（同じ時同じ場の共有・交流の場）
・環境整備（子どもの居場所・読書環境）
・パイプ役（学校と地域）
・授業改善（楽しさを享受できる授業）

熟 議

 　「めざす子ども像」を共有した後、「自分にできるこ
と」について協議しましたが、その中で一番多かった
意見は「大人が見本を見せる」でした。まずは自分と対
峙し、地域の子どものために前を向かれた殊勝な姿勢
に敬意を表します。

問社会教育課　☎52-5813


